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松くい虫被害のメカニズム

松
く
い
虫
被
害
と
は
「
マ
ツ
ノ
ザ

イ
セ
ン
チ
ュ
ウ
」（
以
下
、
線
虫
）

と
い
う
、
北
ア
メ
リ
カ
原
産
の
線
虫

が
原
因
で
松
が
枯
れ
る
こ
と
を
指
し

ま
す
。
こ
の
線
虫
は
、
成
虫
で
も
体

長
は
1
ミ
リ
ほ
ど
の
大
き
さ
で
、
日

本
へ
は
北
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
輸
入
材

と
一
緒
に
入
っ
て
き
た
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
線
虫
が
健
康
な
松

の
幹
で
爆
発
的
に
増
え
る
こ
と
で
、

松
が
水
を
吸
い
上
げ
ら
れ
な
く
な

り
、
枯
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

こ
の
線
虫
を
松
に
運
ぶ
の
が
マ
ツ

ノ
マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ
リ
（
以
下
、
カ
ミ

キ
リ
ム
シ
）
で
す
。
こ
の
カ
ミ
キ
リ

ム
シ
は
、
線
虫
で
弱
っ
た
松
の
幹
に

卵
を
産
み
ま
す
。
ふ
化
し
た
幼
虫
は

松
の
幹
を
食
べ
成
長
し
、
さ
な
ぎ
に

な
り
ま
す
。
そ
の
際
、
移
動
手
段
を

持
た
な
い
線
虫
は
、
カ
ミ
キ
リ
ム
シ

の
さ
な
ぎ
の
体
内
に
集
ま
る
こ
と
で

羽
化
し
た
カ
ミ
キ
リ
ム
シ
の
成
虫
と

共
に
健
康
な
松
に
移
動
し
ま
す
。
カ

ミ
キ
リ
ム
シ
が
松
の
新
芽
を
食
べ
る

際
に
、
線
虫
は
そ
の
松
に
移
り
同
じ

よ
う
に
増
え
る
こ
と
で
再
び
松
を
枯

ら
し
ま
す
。

市
で
は
、
合
併
前
の
平
成
12
年
度

に
松
く
い
虫
の
被
害
が
市
内
で
初
め

て
確
認
さ
れ
て
か
ら
、
被
害
地
域
に

お
い
て
被
害
木
を
駆
除
（
伐
倒
く
ん

蒸
お
よ
び
破
砕
処
理
）
し
、
防
除
を

推
進
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
松
く
い
虫
被
害
は
年
々

増
え
、
平
成
18
年
度
に
は
前
年
比

5
・
3
倍
と
激
増
し
、
そ
の
後
も
増

え
続
け
て
い
ま
す
。 

特
に
明
科
地

域
に
被
害
が
集
中
し
、
今
ま
で
行
っ

た
駆
除
量
の
約
8
割
を
占
め
て
い
ま

す
。
そ
の
中
で
も
、
押
野
山
を
は
じ

め
と
す
る
川
西
地
区
（
明
科
七
貴
・

明
科
南
陸
郷
）、
生
坂
村
と
隣
接
す

る
生
野
地
区
（
明
科
東
川
手
）
に
つ

い
て
は
特
に
被
害
が
深
刻
に
な
っ
て

い
ま
す
。（
左
ペ
ー
ジ
グ
ラ
フ
１
）

ま
た
、
個
人
宅
や
地
域
の
神
社
、

寺
の
敷
地
内
に
あ
る
松
で
も
松
く
い

虫
被
害
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

松
く
い
虫
被
害
の
拡
大
を
防
ぐ
た

め
に
は
早
期
発
見
・
対
処
が
重
要
で

す
。
松
の
異
常
を
発
見
し
た
ら
三
郷

総
合
支
所
内
耕
地
林
務
課
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

市
内
で
拡
大

松
く
い
虫
被
害

◎
特
集市

内
で
は
平
成
18
年
度
以
降
、
明
科
・
豊
科
地
域
の
東
山
地
域
を
中
心

に
松
く
い
虫
の
被
害
が
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
松
く
い
虫
被

害
の
現
状
と
市
の
取
り
組
み
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【写真】
被害が深刻な押野山一帯（明科七貴）

明
科
地
域
で
深
刻
な
被
害

駆
除
量
の
約
８
割

松
く
い
虫
被
害
の
仕
組
み
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特集◎市内で拡大　松くい虫被害
市内の松くい虫被害の状況（グラフ 1）

被
害
量

（㎥）

病原体
マツノザイセンチュウ
長さ 1mm 足らずの小さな線虫が松の
材内に侵入して、松は水を吸い上げら
れなくなることなどにより枯れてしま
います。

媒介昆虫
マツノマダラカミキリ
体長 3cm ほどのカミキリムシの一種
で、健康な松へマツノザイセンチュウ
を運びます。

⇦

春

夏

秋

冬

羽化・脱出 侵食 ･感染

発　病

産　卵

越冬 ･蛹化

マツノマダラカミキリが脱出
（マツノザイセンチュウを運ぶ）

マツノマダラカミキリが
小枝の皮を食べる

（マツノザイセンチュウが侵入）

マツが衰弱
（マツノザイセンチュウが増殖）

衰弱した松に産卵
(マツノザイセンチュウが繁殖）

マツノマダラカミキリが蛹化・羽化
( マツノザイセンチュウが成虫に移動）

さなぎ 幼虫

（年度）

豊科
7％

穂高
6％

三郷
5％

堀金
1％

明科
81％

地域別発生量割合


